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USPTO AI へへアアククセセススすするるたためめののペペーージジ

www.uspto.gov/initiatives/
artificial-intelligence
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AI戦戦略略

• 2018-2022 USPTO 戦略プラン:
− 特許システムの内部ユーザ向けに、人
工知能や機械学習などのツールの開発
や提供を最適化し、ユーザが十分な検
索と調査に必要なツールを確実に入手
できるようにします。

* Goal I: Optimize patent quality and timeliness; Objective 3: Foster innovation through business effectiveness
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特特許許にに関関すするる AI のの優優先先順順位位

۰ 特許検索
−AI検索プロトタイプツール
−画像検索

۰ 特許分類
−共同特許分類 (CPC)
−請求項の主題についての指標
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最最近近のの AI ポポリリシシーーのの展展開開ににつついいてて

• 合衆国行政会議 (ACUS) は、政府機関によ
る AI の使用に関する声明を発表しました。

−AIシステムを採用または変更する際に機関
が考慮すべき問題を特定
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AI検検索索のの展展望望
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• AI の価値の評価とモニタリングを継続
• システムの成熟のためのフィードバックの組み
込み

• 将来の AI 検索機能の開発
• パブリックコミュニケーションと将来的なアク
セスのしやすさ

AI特特許許検検索索ププロロトトタタイイププ
ビビジジョョンン: 審審査査官官がが関関連連すするる可可能能性性ののああるるすすべべててのの先先行行技技術術文文献献をを検検索索
ししてて審審査査のの初初期期段段階階のの支支援援をを行行うう

• 検索効率の向上による特許の質の向上
• PE2E 検索で「More Like This Document」(MLTD) をリリース
－ ユーザーの選択により、最も類似したドキュメントを検索する

－ 米国の特許/公開特許、および 61 か国の特許文書が検索対象となる

• 2022年1月11日官報告示「MLTDを活用したAI検索機能による新
しいPE2E検索ツール」
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有有用用性性
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• 特許分類の品質をサポート
−正しさ
−完全性
−一貫性

• 運用効率の向上の可能性
• 内部コスト削減の可能性

特特許許のの自自動動分分類類

ビビジジョョンン: 自自動動分分類類シシスステテムムをを開開発発ししてて、、CPC デデーータタをを生生成成しし、、分分類類にに
関関すするる国国内内ののニニーーズズとと国国際際的的なな義義務務をを満満たたすす

• USPTO は、AI ベースの自動分類システム
を開発および検証しています

− 特許文献の完全な分類
− クレームに関連するシンボルの識別

(C* または「C-stars」と呼ばれる)

CPC allocations C*
G01S 7/4863
G01S 7/4865
G01S 7/4917
G01S 13/89
G01S 7/4914
G01S 17/894
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今今後後のの見見通通しし: AI ののたためめのの特特許許デデーータタ

• 特許実務・審査にAIを活用できる
• 特許データは最先端の AI 研究にも使用できる
• 好循環：

– AI研究の進歩は、特許審査の効率を促進すること
ができる

– 特許審査からのデータは、AI 研究の更なる進歩を
促進することができる
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自自動動分分類類のの見見通通しし

• 請求項の主題に関連するアプリケーションの CPC シンボ
ルを識別するための AI の利用 (auto-C*s)
－ 2020 年 12 月以降、新しい特許出願の一部へ auto-C* を活用
－ 2022 年 3 月現在、auto-C* を新しい特許出願すべてに拡張

• 完全な画像分類のための自動分類ツールの分析と評価が
進行中
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米米国国特特許許ののフフレレーーズズ間間ママッッチチンンググ
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背背景景(2020)
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